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 薬学部
定員      の
少人数教育

１７病院＋５１保健福祉施設の
バックアップの下、
臨床に強い薬剤師を育成！

一般選抜

１/４（月）
　～２/２（火）

130名

Ⅰ
期
　
試
験
日
７2 （日）

3 6（土）
2/15（月）
　～２/２４　（水）

2/22（月）
　～3/3（水）

Ⅱ
期
　
試
験
日
2７2 （土）
出　願

Ⅲ
期
　
試
験
日

出　願出　願

2021年４月開設

湘南医療大学
薬学部 医療薬学科

た
め
、
目
的
意
識
や
動
機
付
け
に

つ
な
が
る
科
目
と
し
て
、【
薬
学

入
門
】
や
【
早
期
臨
床
体
験
実
習
】

な
ど
に
加
え
て
、
本
学
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
【
後
期
臨
床

体
験
実
習
】
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
』
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
習
す
る
習
慣

を
養
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、【
チ
ー
ム
医
療
論
】

で
は
、
保
健
医
療
学
部
の
学
生
と

と
も
に
多
職
種
と
の
協
働
を
実
践

的
に
学
び
、協
調
性
を
培
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
た

め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
で
は
、
ど
の
よ
う
な
入
学
者
に

期
待
し
ま
す
か
？

　
（
定
本
先
生
）「
現
在
、
薬
学
教

育
は
６
年
制
で
あ
り
、
そ
の
長
い

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』
と
は
、
①
大

学
教
育
（
薬
学
部
、
保
健
医
療
学

部
）、
②
研
究
（
学
生
、
教
員
、

医
療
従
事
者
、
臨
床
医
学
研
究

所
）、
③
臨
床
現
場
（
グ
ル
ー
プ

関
連
施
設
）、
す
な
わ
ち
臨
床
教

育
・
臨
床
現
場
・
研
究
活
動
と
い

う
三
つ
の
異
な
る
立
場
が
、結
合
・

連
携
し
て
「
生
き
た
教
育
」
を
行

な
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
学
の
強
み
で
も
あ
る
17
グ

ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療
福
祉

施
設
の
協
力
体
制
の
下
で
、
一
貫

し
た
臨
床
教
育
を
行
な
い
ま
す
。

病
院
実
習
現
場
の
教
育
・
指
導
は
、

薬
学
部
の
実
習
指
導
教
員
も
現
場

に
出
向
き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤

師
と
協
力
し
て
行
な
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
６
年
間
と
い
う
薬
学
教

育
に
つ
い
て
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
ち
続
け
る
た
め

に
、
貴
校
で
工
夫

し
て
い
る
内
容
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

　
（
石
橋
先
生
）「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
に
は
、

動
機
付
け
と
主
体

的
な
学
習
の
習
慣
、

そ
し
て
他
者
と
の

関
係
性
の
構
築
が

重
要
で
す
。
そ
の

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
が
薬
学

部
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
の
で
す
か
？

　
（
鈴
木
先
生
）「
こ
れ
ま
で
神
奈

川
県
下
で
は
、
薬
学
部
を
有
す
る

大
学
の
数
が
１
校
の
み
と
い
う
こ

と
に
、
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
薬
学
が
臨
床
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
時
代
背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
』
は
、
17
病
院
を
も
ち
、
湘
南

医
療
大
学
『
保
健
医
療
学
部
』（
看

護
学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
）
の
実
績
な
ど
か
ら
、
薬
学

部
の
開
設
に
適
切
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
医
療
薬
学
科
の
特
色
で
あ
る

「
臨
床
一
貫
型
連
携
教
育
体
制
」

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
今
春
（
２
０
２
１
年
４
月
）、「
薬

学
部
・
医
療
薬
学
科
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。緑
豊
か
な
学
習
環
境
に
あ
る
東
戸
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
薬
草
園
を
整
備
し
、「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成
す
る
た
め
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
３
カ
月
後
の
開
設
に
向
け
て
、
現
在
、

同
大
の
「
薬
学
部
設
置
準
備
室
」
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

新
設
の
薬
学
部
　
教
授
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」を
育
成
し
ま
す
！

湘
南
医
療
大
学 

期
間
の
中
で
、
薬
学
の
サ
イ
エ
ン

ス
の
基
礎
科
目
、応
用
的
な
科
目
、

臨
床
で
の
薬
剤
師
活
動
に
必
要
な

技
能
や
知
識
を
学
ぶ
科
目
、
疾
患

や
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
６
年
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
自
身
が
目
指
す

薬
剤
師
と
し
て
の
活
動
が
成
せ
る

よ
う
に
、
意
欲
を
も
っ
て
学
習
に

臨
む
方
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
が
あ
り
、

社
会
や
医
療
の
中
で
『
薬
剤
師
』

と
し
て
の
能
力
を
活
か
し
て
い
き

た
い
と
い
う
希
望
を
も
つ
方
に
、

是
非
、
本
学
で
薬
学
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
最
後
に
、
お
一
人
ず
つ

受
験
生
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
鈴
木
先
生
）「
病
を
も
つ
患
者

さ
ま
を
、
薬
で
救
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
、
是
非
、
本
学
で
薬

学
を
学
び
ま
し
ょ
う
」。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「
人
の
役
に
立

つ
人
に
な
り
た
い
と
思
う
君
へ
、

『
湘
南
医
療
大
学
薬
学
部
で
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
』」。

　
（
石
橋
先
生
）「
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
あ
な
た
の
志
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、
湘
南
医
療
大
学

薬
学
部
は
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
」。

　
（
定
本
先
生
）「
考
え
て
行
動
で

き
る
薬
剤
師
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。
医
療
や
社
会
に
つ
い
て
も
広

く
学
び
、
充
実
し
た
６
年
間
の
学

生
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い

る
方
に
是
非
、
受
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◦定本 清美
※役職は今春就任（予定）

◦鈴木 勉 ◦加賀谷 肇 ◦石橋 芳雄

左から石橋先生、定本先生、鈴木先生、加賀谷先生

湘南医療大学
薬学部 学部長 

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授  
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◇
サ
ー
ビ
ス
内
容
（
一
例
）

綾瀬厚生病院 産婦人科 直通 0467（71）5885☎

開放感ある個室

一 般 ふれあい健康友の会＊

税込520,000円 税込480,000円
税込540,000円 税込500,000円

＊「ふれあい健康友の会」は、当日入会が可能。詳しくはお問合せを。

・乳児の体重チェック（無料）
・助産師による
　乳腺炎症状への対応（有料）ほか
※原則、産後１年を目安としています。

上記は分娩料金としての目安です。
出産回数や処置内容などで変動する場合もあります。

個室タイプⅠ

個室タイプⅡ

当院出産の方へ
限定サービス

ご出産に関する
ご案内

大好評！

　

○
…
綾
瀬
市
内
の
唯
一
の
分

娩
病
院
で
あ
る
「
綾
瀬
厚
生
病

院
」
で
、
産
婦
人
科
の
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。「
産
科
は
、

必
ず
ど
の
曜
日
で
も
、
常
勤
の

医
師
が
外
来
診
察
を
行
な
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ご
不
安
に
な
り
が
ち
な
妊
娠
期

間
に
、
で
き
る
限
り
安
心
感
を

提
供
し
た
い
か
ら
で
す
」。
宮

本
医
師
自
身
も
、火
曜
日
午
前
、

第
２
・
４
土
曜
日
午
前
に
、
産

科
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
分
娩
は
何
が
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
緊
張

感
を
も
ち
な
が
ら
、
日
々
、
安

全
な
出
産
を
第
一
に
考
え
て
、

当
直
も
務
め
て
い
ま
す
。「
当

院
は
医
師
の
ほ
か
、助
産
師（
看

護
師
の
中
で
も
お
産
に
長
け
た

専
門
職
）
が
大
い
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
に
く

い
こ
と
で
も
、『
看
護
師
（
助

産
師
）さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
』

と
考
え
る
方
も
お
り
、
時
代
の

流
れ
と
共
に
年
々
、
家
族
の
よ

う
に
身
近
な
存
在
と
し
て
、
助

産
師
の
役
割
は
、
増
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
当
院

は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
助

産
師
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
陣
痛

な
ど
の
大
き
な
不
安
を
感
じ
る

時
に
も
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
近
く
に
『
陣
痛
室
』
を
設

け
て
い
る
の
で
、
心
強
い
と
思

い
ま
す
」。
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

連
携
が
、
し
っ
か
り
行
な
わ
れ

て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

○
…
普
通
分
娩
の
場
合
は
個

室
入
院
と
な
る
た
め
、「
母
児

同
室
」が
可
能
で
す
。「
赤
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
マ
マ

さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態

に
よ
っ
て
、
同
室
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
異
な
り
ま
す
。
出
産
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、む
し
ろ“
ス

タ
ー
ト
”
で
す
が
、
た
ど
り
着

く
ま
で
に
、
多
く
の
苦
難
や
努

力
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
も
お

り
ま
す
の
で
、
お
話
を
よ
く
聞

き
、
ご
様
子
か
ら
判
断
し
て
い

ま
す
。
細
や
か
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
で
、
子
育
て
に
お
い
て

も
不
安
を
抱
え
ず
、
充
実
し
た

マ
マ
さ
ん
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と

優
し
い
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

宮本 壮 医師
 （みやもと つよし）　　　　

綾瀬厚生病院
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 専門医
日本婦人科腫瘍学会 専門医

  

助
産
師
と
連
携
し
て

    

ベ
ス
ト
な「
ママ
人
生
」を
サ
ポ
ー
ト

こ
の「
人
」に
聞
く

産婦人科棟の看護師は全員が助産師資格を所有

だ
け
る
よ
う

に
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
を

用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

大
通
り
沿

い
に
は
、「
産

婦
人
科
棟
専

用
駐
車
場
」

が
ご
ざ
い
ま

す
。
小
さ
い

お
子
さ
ま
や

ご
高
齢
の
方

で
も
、
ご
来

院
し
や
す
い

環
境
を
整
え

て
お
り
ま

す
。

（
注
）
現
在
、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、

面
会
制
限
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
Ｑ
．出
産
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、

　

料
金
※

は
、「
個
室
タ
イ
プ
Ⅰ
」

が
48
万
円
、「
個
室
タ
イ
プ
Ⅱ
」

が
50
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
（
税
込
価
格
で
表
示
）。

※
「
ふ
れ
あ
い
健
康
友
の
会
」
会

員
価
格
お
よ
び
普
通
分
娩
時

の
目
安
価
格
。

　
Ｑ
．
個
室
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．新
生
児
室
と
各
お
部
屋
は
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

待
合
室
は
２
部
屋
を
設
置
し
、

お
子
さ
ま
連
れ
で
も
ご
安
心
い
た

に
、
初
診
時
に
事
前
予
約
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、
多
く
の
方
に
、
地

元
で
の
ご
出
産
が
叶
い
、
診
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
力
で
支

援
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
な
ご

来
院
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．分
娩
の
た
め
の
入
院
で
は
、

個
室
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
が
…
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
で
は
、
ご
予

定
通
り
の
分
娩
入
院
で
は
、
全
て

の
方
に
個
室
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

　
（
産
婦
人
科
病
棟
ス
タ
ッ
フ
）

　

Ａ
．
ま
ず
第
一
に
、
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
受
診

い
た
だ
け
る
環
境
を

整
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
（
当
日
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
十
分
な

診
療
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
受
付
制
限

を
設
け
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、）
基

本
的
に
当
院
で
は
、

産
科
・
婦
人
科
と
も

　
Ｑ
．
綾
瀬
厚
生
病
院
の
産
婦
人

科
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

綾
瀬
市
の
唯
一
の
分
娩
病
院
で
あ
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
で
は
、
産
婦
人

科
病
棟
の
看
護
師
全
員
が
、「
助
産
師
」
資
格
を
所
有
し
て
お
り
、″
お
産
の

プ
ロ
”
と
も
い
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
産
婦
人
科

病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
外
来
や
分
娩
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

綾
瀬
厚
生
病
院
に
通
う
マ
マ
さ
ん

が
多
い
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
？

　

Ａ
．
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
産

婦
人
科
の
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人

に
聞
く
」
で
部
長
・
宮
本
壮
医
師

を
紹
介
＝
や
、
助
産
師
を
お
頼
り

く
だ
さ
る
新
マ
マ
さ
ん
が
多
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
、

産
後
１
年
以
内
の
方
に
は
、
無
料

で
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
チ
ェ
ッ
ク

（
１
回
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
も
、
ご
来
院
理
由
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
乳
腺
炎
な
ど
の
対
応

や
、「
助
産
師
外
来
」（
火
・
金
・

土
曜
日
14
時
～
16
時
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
妊
娠
中
か
ら
新
マ
マ
さ

ん
、
キ
ャ
リ
ア
あ
る
子
育
て
マ
マ

さ
ん
ま
で
、
幅
広
い
女
性
に
ご
来

院
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

出
産
や
妊
娠
、
子
育
て
な
ど
の

相
談
は
、
当
院
の
産
婦
人
科
の
直

通
電
話
（
☎
０
４
６
７・７
１・５

８
８
５
）
へ
お
気
軽
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。
寄
り
添
っ
て
、
お
話
を

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院

神
奈
川
県
綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４

の
16

ＩＣカードによるセキュ
リティ管理が導入されて
いる（上・産婦人科棟外観、
右・ＩＣカード ）

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20年以上の長期賃貸
借契約締結（済））／敷地面積：17,988.89㎡／延床面積：4,161.39㎡（鉄骨・鉄筋コンク
リート造・地下1階地上4階建）／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／居室設
備：エアコン・キッチン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワーブース（一部）・洗浄器
付トイレ・洗面台など／共有施設：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・ラウンジ・多
目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・健康管
理室・ヘルパーステーション・自販機コーナー・エレベーター／開設日：2008.3／募集：5室
（全80室）／入居一時金：1,700万円～5,980万円／管理費：125,714円～285,476
円（税込）／食費：60,210円（1日３食30日の場合）／入居資格：65歳以上の自立または
要支援・要介護／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021.2.28

相模原駅

多
摩
境
駅

町田街道

北口

橋本駅

JR横浜線

京
王
線

南大沢駅

小山小山

ココ
エ
ネ
オ
ス

ト
イ
ザ
ら
ス

コ
ス
ト
コ

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

ス
シ
ロ
ー

カ
イ
ン
ズ

バーミヤン 天然温泉

無料バス運行中！
よ り

多摩境駅

南大沢駅 相模原駅

早急にホームを探さなければならない方に対し、
スピーディーな受け入れを行なっています。

急ぎの入居に、迅速対応

ご入居者お一人おひとりの状態に合わせた
介護サービス計画を作成し、スタッフが丁寧で
寄り添った介護サービスを提供します。

■退院・退所後、自宅での生活が困難な方
■在宅介護に限界を感じているご家族 など

ホーム専属のケアマネジャー

0120-86-6534
（受付時間 ９：００～１８：００）

介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田

検 索シニアレジデンス町田

フリーダイヤル

〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

無料セミナー好評開催中！
町田市や八王子市、相模原市などの会場で、
無料セミナー「失敗しない老人ホームの選び方」
「もしもの為の終活について」等を毎月開催しています。
詳しい開催日程は、シニアレジデンス町田へお問合せください。

施設見学・短期
利用も！

見学時には送
迎対応も可能

です。

ショートステイ
も随時、受付中

！！

是非、お気軽に
ご相談ください

。

自立～要介護の方、認知症を抱えている方や人工透析・
胃ろう・在宅酸素が必要な方など、是非ご相談ください。

●入居一時金　  1,700万円～　
●月額管理費  12万5,714円～

入居対象 ６５歳以上の全ての方

介護と医療が一体となったグループ直営の高齢者施設
なので、併設の病院「ふれあい町田ホスピタル」
（医療法人社団 康心会）に夜間・土日も含めて医師が常駐し、
緊急時も安心。持病を抱えていたり、人工透析のために
定期通院が必要な場合も、受診は階下におりるだけという
シニアに嬉しい住環境です。

介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田
介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田

分
娩
環
境
の
充
実
化

完
全
個
室
で
Ｉ
Ｃ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
安
心
感

綾
瀬
厚
生
病
院

2



ま
す
。
患
者
さ
ま
の
状
態
や
介
護

の
状
況
を
適
切
に
判
断
し
、
最
適

な
『
訪
問
か
か
り
つ
け
医
』
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
」

　
︱
︱
︱
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

の
情
報
共
有
の
場
な
ど
は
あ
る
の

で
す
か
？

　
「
は
い
。『
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
』
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、

リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
介
護
・
訪
問
看

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

多
く
の
職
種
が
、
利
用
者
さ
ま
に

対
す
る
現
在
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
の

適
性
を
考
え
る
話
し
合
い
の
場
で

す
。
そ
こ
で
は
、
訪
問
看
護
師
が

医
療
ケ
ア
の
視
点
か
ら
、
多
く
の

意
見
を
出
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
看
護
師
は
会
議
の
中
心

で
も
あ
る
頼
れ
る
存
在
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
お
悩
み
は
、
お
気
軽

に
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
０
４
６
７・７
８・１
１
３

２
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

条
件
が
あ
り
、
特
別
料
金
が
か
か

り
ま
す
）」

　
︱
︱
︱
病
院
で
の
検
査
や
、
入

院
が
必
要
な
場
合
に
は
、
ど
う
す

る
の
で
す
か
？

　
「
当
事
業
所
の
隣
に
は
、『
綾
瀬

厚
生
病
院
』
が
あ
り
、
緊
密
な
連

携
を
取
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
ま
た
は
緊
急
の
受
診
や
、
入

院
対
応
ま
で
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

な
っ
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
医
師
の
診
療
（
訪
問
診

療
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

　
「
綾
瀬
市
内
を
は
じ
め
、
近
隣

の
訪
問
診
療
を
行
な
っ
て
い
る
医

療
機
関
と
の
連
携
も
図
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

訪
問
診
療
医
の
お
探
し
や
、
ど
こ

に
決
め
た
ら
い
い
か
迷
っ
て
い
る

方
の
ご
相
談
に
も
対
応
し
て
お
り

シ
ョ
ン
』
で
は
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
緊
急
時
に
も
応
じ
て
く

れ
る
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
24
時
間
で
訪
問
で
き

る
体
制
を
整

え
て
お
り
ま

す
の
で
、
急

に
具
合
が
悪

く
な
っ
た
と

い
う
『
急
変

時
』
に
も
、

ご
自
宅
に
お

伺
い
し
て
対

応
い
た
し
ま

す
（
ご
利
用

　
︱
︱
︱
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
は
、
高
齢
者
だ
け
で
す
か
？

　
（
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
担
当
看
護
師
）「
い
い

え
。『
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

　
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
看
護
師
が

提
供
す
る
内
容
は
幅
広
く
、
訪
問
診
療
医
の
紹
介
や
病
院
へ

の
入
院
対
応
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
と
会
議
の
様
子

　
時
間
訪
問
可
能
、
急
変
時
も
対
応

利
用
対
象
は
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◇
サ
ー
ビ
ス
内
容
（
一
例
）

能
に
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
が「
訪
問
看
護
」で
す
。

緊
急
性
の
判
断
も

　

訪
問
看
護
で
は
、「
介
護
保
険
」

ま
た
は
「
医
療
保
険
」
の
利
用
が

で
き
ま
す
。
訪
問
す
る
の
は
、
も

ち
ろ
ん
看
護
師
。
訪
問
先
で
身
体

状
況
を
把
握
し
、
緊
急
の
必
要
性

な
ど
を
医
療
面
か
ら
判
断
し
ま

す
。電
話
で
の
医
療
サ
ポ
ー
ト〈
朝

ま
で
待
た
ず
に
夜
間
に
受
診
し
た

方
が
良
い
か
／
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
等
〉
も
可
能
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
も
精
通
し
て
い
る
事
業
所
が

多
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

手
配
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ

ま
す
（
事
業
所
に
よ
る
）。 

介
護
と
医
療
の
架
け
橋

　

疾
病
を
抱
え
て
も
、
住
み
慣
れ

た
生
活
の
場
で
療
養
を
続
け
て

い
く
際
に
、
大
き

な
基
盤
と
な
る
の

は
、地
域
の
医
療
・

介
護
機
関
で
す
。

　

現
在
、
国
は
、

関
係
機
関
が
連
携

し
て
、在
宅
医
療
・

介
護
を
一
体
的
に

提
供
で
き
る
体
制

の
構
築
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
場
レ

ベ
ル
で
は
、
す
で

に
そ
の
連
携
を
可

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
、
人
生
の
最
期
ま
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
今
、「
訪

問
看
護
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者

直接
申し込みも
可能

かかりつけ医
医療
保険

訪
問
看
護
の
各
事
業
所

認定

認定

認定なし

指示書

介護保険

介護保険

医療保険

介護
保険

ケアプラン●●●●●様

ケアプラン
作成

（ケアマネジャーなど）

訪問看護サービスの利用の流れ

健
康
状
態
の
観
察
／
病
状
悪
化

の
防
止
・
回
復
／
療
養
生
活
の

相
談
と
ア
ド
バ
イ
ス
／
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
点
滴
・
注
射

な
ど
の
医
療
処
置
／
痛
み
の
軽

減
や
服
薬
管
理
／
緊
急
時
の
対

応
／
医
療
機
器
の
管
理
・
指
導

／
主
治
医
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

薬
剤
師
・
歯
科
医
師
と
の
連

携
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
／
福
祉
用
具

や
介
護
用
品
の
紹
介
・
取
り
扱

い
の
指
導
な
ど

 

■
介
護
保
険
の
場
合

■
医
療
保
険
の
場
合

・
１
回
30
分
～
90
分

   （
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
異
な
る
）

・
回
数
制
限
な
し

・
介
護
度
に
よ
っ
て
限
度
額
あ
り

　
（
所
得
に
応
じ
て
１
～
３
割
を
負 

       

担
、
限
度
額
以
上
は
自
己
負
担
）

・
１
回
30
分
～
90
分

・
週
３
回
ま
で

　
（
病
状
に
よ
っ
て
制
限
な
し
も
）

・
健
康
保
険
の
負
担
割
合
分
を

　
支
払
い

介
護
保
険
・
医
療
保
険
が
使
え
る

あ
ら
ゆ
る
人
が
利
用
し
や
す
い「
訪
問
看
護
」

24

ふれあい町田ホスピタル
人工透析治療担当
安井 俊行 医師

性
期
治
療
後
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
、
胃
ろ
う
や

カ
テ
ー
テ
ル
等
を
設
置
し
て
い
る

方
、
基
礎
疾
患
や
脳
血
管
障
害
等

で
通
院
が
困
難
な
状
態
ま
た
は
合

併
症
が
あ
る
方
な
ど
、
通
院
か
ら

入
院
ま
で
、
幅
広
い
方
に
安
心
し

て
透
析
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
環
境
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｑ
．
透
析
食
に
関
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
で
は
、
成
分

制
限
を
行
な
っ
た
も
の
で
も
、
美

味
し
い
食
事
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
、
入
院
食
な
ど
を
通
し
て
実
証

し
、
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た
ら
、
是

非
、
実
践
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
当
院
に
は
、

透
析
食
に
長
け
た
管
理
栄
養
士
が

お
り
、
積
極
的
に
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。

　

透
析
治
療
に
つ
い
て
は
、
当
院

（
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１
）

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ

ル
の
透
析
室
の
様
子
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）
ベ
ッ

ド
20
床
、
午
前
・
午
後
の
２
ク
ー

ル
に
分
け
て
透
析
治
療
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
ベ
ッ
ド
に
テ
レ

ビ
を
設
置
し
、視
聴
が
可
能
で
す
。

通
院
が
困
難
な
場
合
は
送
迎
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
院
は
病
院
で
す
の

で
、
通
院
が
難
し
く
な
っ
た
患
者

さ
ま
は
、
入
院
も
可
能
で
す
。
急

の
代
わ
り
に
、
血
液
中
の
老
廃
物

や
余
分
な
水
分
を
、
人
工
的
に
取

り
除
く
こ
と
を
行
な
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
人
工
透
析
は
、
生
命
維
持

の
た
め
に
は
、
永
久
的
に
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
残
念
な
が
ら
、
そ
う
な
り

ま
す
。
透
析
を
受
け
て
い
る
時
間

は
、
生
活
の
中
で
も
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
て
い
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
で
は
、
透
析
患
者

さ
ま
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
た

め
の
環
境
や
生
活
を
、
提
供
で
き

　

２
０
０
７
年
か
ら
透
析
治
療
を

提
供
し
続
け
て
い
る
実
績
あ
る
病

院
・
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
人
工
透
析
は
、
何
の
た
め

に
行
な
う
も
の
な
の
か
、
簡
単
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．（
安
井
医
師
）人
工
透
析
は
、

ろ
過
・
排
泄
機
能
を
失
っ
た
腎
臓

　
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
は
透
析
治
療
医
だ
け
で
な
く
、管
理
栄
養
士
を
は
じ
め
と
す
る
各
専
門
職
が
、

よ
り
良
い
透
析
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

医療措置だけでなく…

食事療法も
しっかり！
食事療法も
しっかり！

は
、制
限
が
あ
る
条
件
の
中
で
も
、

患
者
に
食
事
の
楽
し
み
を
も
っ
て

も
ら
い
、自
宅
に
戻
っ
た
後
で
も
、

「
透
析
食
」
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
方
法
で
家
庭
で
も

　

で
は
、「
ど
う
し
た
ら
、
成
分

制
限
を
行
な
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で

も
、
美
味
し
い
食
事
が
作
れ
る
よ

う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
問
題
で

す
が
、こ
れ
は
「
透
析
食
の
プ
ロ
」

で
あ
る
医
療
機
関
の
管
理
栄
養
士

に
相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

人
工
透
析
治
療
や
、
腎
臓
に
詳
し

い
医
師
が
在
籍
し
て
い
る
医
療
機

関
で
あ
れ
ば
、
よ
り
安
心
で
す
。

　
「
透
析
食
」
は
、
正
し
い
知
識

と
少
し
の
気
遣
い
が
あ
れ
ば
、
特

別
な
技
術
や
設
備
が
な
く
て
も
、

家
庭
で
簡
単
に
調
理
で
き
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
透
析
患
者
を
抱
え

る
家
庭
は
、
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
透
析
生
活
を
続
け
る
上
で
、
大

部
分
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
「
病
院
食
」

　

よ
く
、「
病
院
で
出
る
食
事
は

ま
ず
い
」
と
い
う
感
想
を
耳
に
し

ま
す
。
確
か
に
、
透
析
治
療
中
の

食
事
は
、
塩
分
調
整
な
ど
が
施
さ

れ
て
お
り
、
普
段
の
味
付
け
と
異

な
り
ま
す
。
口
に
合
わ
ず
に
違
和

感
を
も
ち
、「
ま
ず
い
」
と
感
じ

て
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て

　

し
か
し
、「
透
析
治
療
」
は
、

医
療
機
関
で
行
な
わ
れ
る
処
置
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
の
状
態
に
合
わ
せ
た
「
食
事

療
法
」
も
、
重
要
な
治
療
の
一
つ

で
す
。
食
事
の
内
容
は
、
よ
り
良

　
「
透
析
治
療
」
と
い
う
と
、
週

３
日
ほ
ど
医
療
機
関
に
来
て
、
３

～
５
時
間
の
人
工
透
析
を
受
け
て

帰
り
、こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

透
析
治
療
で
は
、
医
療
機
器
を
通
し
た
血
液
の
ろ
過
処
置
に
目
が
向
け
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
食
事
内
容
も
大
事
な
治
療
と
な
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
透
析
生
活
で
大

き
な
部
分
を
占
め
る
の
は
、
食
事
療
法
と
考
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

コロナに感染しない、感染させない ～発熱外来を活用しましょう～

２月２７日（土）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

　新型コロナウイルス感染症に感染しな
いためには、何に気を付けて、どのように
したらよいのでしょうか？「予防・検査・治
療」について、医師の観点から、講義を
行ないます。

手指消毒やマスク着用など、
ご入場の際にご協力を
お願い致します。

感染症対策を講じて開催します！

オンライン医学講座 参加無料参加無料

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

２月22日（月）14：00～15：00

QRコードでオンラインの説明ページへ！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

日 時

会 場 インターネット配信により各自宅で

タバコは新型コロナ肺炎の重大リスクです。 ～喫煙のリスクと　新型コロナへの影響を解説！～

講 

師

綾瀬厚生病院
内科

見上 光平 医師

　さまざまな呼吸器症状を引き起こす
「タバコ」。肺に及ぼす影響を改めて
お話しするとともに、喫煙と新型コロナ
ウイルス肺炎との関係性について、呼
吸器の専門医としての立場から、皆さ
まにお話しいたします。

インターネットの動画で講座に参加
できます。受講方法は、QRコード
から当院ホームページをご確認の上、
ご参加ください。

透
析
食
の「
プ
ロ
」か
ら
学
ぶ
食
事
療
法

透
析
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
専
門
職
が
支
援

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

3



QRコードでオンラインの説明ページへ！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

インターネットの動画で講座に参加
できます。受講方法は、QRコード
から当院ホームページをご確認の上、
ご参加ください。

２月２４日（水）14：00～15：30

当院における心不全集学的治療～何ができて何ができないか～

講 

師

大和成和病院
循環器内科 診療部長

菅原 重忠 医師

日 時

会 場 インターネット配信により各自宅で

　治療の過程で「何ができて何ができ
ないか」。心不全をかかえていらっしゃる
患者さまや、不安をおもちの方に、循環器
内科で診療部長を務める菅原医師が、
わかりやすく解説します。
※当日、タイトルを変更する場合もございます。ご了承ください。

お問合せ
大和成和病院
☎046-２７８-３９11（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

オンライン医学講座 参加無料参加無料医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

２月２５日（木）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 会議室

安心・安全な検査の知識を持ちましょう ～レントゲンって体に影響はないの？～
　医療に関してさまざまなところから情報
が入る時代ですが、果たして正しい情報は
どれなのか、迷われたことはありませんか？
放射線検査の安全性や医療被曝に関し
て、診療放射線技師が解説します。

マスクの着用、体温計測や
手指消毒など、ご入場の際に
ご協力いただきます。

感染症対策を講じて開催いたします！

講 

師

さがみ野中央病院
放射線科
望月 紀広

診療放射線技師

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』と
と
ら
え
、

患
者
さ
ま
の
回
復
の
た
め
に
必
要

で
あ
る
効
果
的
な
専
門
支
援
を
行

な
い
ま
す
」

家
屋
調
査
や
在
宅
支
援
も

　
「
さ
ら
に
当
院
で
は
、
退
院
を

控
え
た
時
期
に
は
、
患
者
さ
ま
の

ご
自
宅
へ
伺
い
、
お
部
屋
の
改
修

や
補
助
器
具
の
導
入
な
ど
、
家
屋

調
査
に
よ
っ
て
、
必
要
に
応
じ
た

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

退
院
後
は
、
介
護
保
険
の
申
請

の
お
手
伝
い
や
、
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
在
宅
で
の
支

援
に
お
い
て
も
、
切
れ
目
の
な
い

継
続
し
た
提
供
が
可
能
で
す
。

　

専
門
病
棟
の
た
め
対
象
疾
患
や

期
間
に
規
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
無
事
工
事
を
終
え
、
新
し

く
『
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
』
を
開
設
い

た
し
ま
す
」

24
時
間
の
支
援
体
制

　
「
当
院
の
『
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
』
の

特
徴
は
、
最
大
３

時
間
の
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
に
加
え
て
、

起
床
か
ら
就
寝
に

至
る
ま
で
の
24
時

間
に
わ
た
る
サ

ポ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
病
棟
で
は
、

食
事
や
着
替
え
、

整
容
、
排
泄
な
ど
、

生
活
全
て
を
『
リ

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
は
、
増

改
築
工
事
で
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

　

海
老
名
市
の
ほ
か
、
綾
瀬
市
、
座
間
市
、
大
和
市
な
ど
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

が
良
い
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、
新
し
く
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
病
棟
を
開

設
し
ま
す
。病
院
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

社
会
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
疾
患
や
条
件
が
規
定

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
の
対
象
疾
患
は
、
国
に

よ
っ
て
内
容
や
条
件
、
入
院
期
間

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
院
に
は
、
専
門
の
医
師
に
よ

る
診
断
が
必
要
に
な
る
の
で
、
必

ず
こ
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
の
医

師
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
っ
て
急
性
期
を
脱
し
て
も
、
ま

だ
医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な

面
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
が
、

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
専
門
病
棟
で
す
。

効
果
の
高
い
期
間
に

　

多
く
の
専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
回
復
期
と
呼
ば
れ
る
リ
ハ
ビ

リ
効
果
が
高
い
時
期
に
、
そ
の
患

者
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
心
身

と
も
に
回
復
し
た
状
態
で
退
院
、

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
と
は
、
脳
血
管
疾
患
ま

た
は
大
腿
骨
頚
部
骨
折
な
ど
の
け

が
や
病
気
を
発
症
し
、
治
療
に

大和成和病院
循環器内科 部長

土井尻 達紀 医師

が
ら
、
で
き
る
限
り
万
全
な
診
療

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
さ

ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
電
話
等
を
使
用
し
た

『
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
』
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

受
診
控
え
は
絶
対
に
せ
ず
、
現

在
必
要
で
あ
る
治
療
は
、
し
っ
か

り
と
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
患
者
さ
ま
ご
自
身
の
た

め
に
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。

ほ
と
ん
ど
が
す
ぐ
に
症
状
が
出
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な
っ
て
も
、

急
に
は
状
態
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
続
い
て
し
ま

う
と
、
心
臓
病
の
急
な
悪
化
に
直

結
し
、
非
常
に
危
険
な
の
で
す
」

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
実
施

　
「
私
た
ち
大
和
成
和
病
院
の
医

師
は
、
患
者
さ
ま
に
寄
り
添
い
、

必
要
な
循
環
器
診
療
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
感
染
対
策
を
講
じ
な

の
ほ
と
ん
ど
は
、
定
期
的
に
数
種

類
の
お
薬
を
内
服
さ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。そ
の
中
の
多
く
は
、

持
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
の
薬

で
す
」症

状
が
出
な
く
て
も
危
険

　
「
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
作
用

が
あ
る
『
抗
血
栓
薬
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血

圧
を
下
げ
る
薬
な
ど
を
内
服
し
て

い
る
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
内
服
薬
は
、
仮
に
１

～
２
日
、
中
止
し
た
と
し
て
も
、

　
（
土
井
尻
医
師
）「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る

中
、
心
臓
病
を
お
も
ち
の
患
者
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
般
感

染
症
が
増
加
す
る
冬
シ
ー
ズ
ン
に

か
け
て
、
一
層
の
不
安
を
抱
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

心
臓
病
を
お
も
ち
の
患
者
さ
ま

　

心
臓
病
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
「
大
和
成
和
病
院
」
で
は
、
感
染
症
流
行
下

の
患
者
の
受
診
控
え
に
つ
い
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
同
院
で
循
環
器
内

科
部
長
を
務
め
る
土
井
尻
達
紀
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

末梢動脈疾患のイメージ

傷が
治らない

こむら返り

冷たく痛い

正常 動脈硬化

断
面
図

断
面
図

血
流

プ
ラ
ー
ク

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
下

肢
に
傷
を
形
成
す
る
と
、そ
の
後
、

傷
が
治
り
に
く
く
な
る
こ
と
も
、

こ
の
病
気
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

リ
ス
ク
が
高
い
人

　
「
脳
梗
塞
」「
狭
心
症
」「
心
筋

梗
塞
」
の
既
往
が
あ
る
人
や
、
透

析
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
人
は
、

末
梢
動
脈
疾
患
に
注
意
が
必
要
で

す
。
喫
煙
を
し
て
い
た
り
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
抱
え
て
い
る
場
合
も
、
検
査

を
受
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

簡
単
な
検
査
で
診
断

　

こ
の
病
気
の
診
断
は
、「
Ａ
Ｂ

Ｉ
検
査
」
で
で
き
ま
す
。
両
手
両

足
の
血
圧
を
同
時
に
測
定
で
き
る

の
で
、
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
比
較
的
簡
単
に
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

末
梢
動
脈
疾
患
の
リ
ス
ク
が
あ

る
人
は
、
一
度
、
検
査
を
受
け
て

み
る
と
安
心
で
し
ょ
う
。

ま
す
。歩

行
困
難
や
血
色
悪
化

　
「
末
梢
動
脈
疾
患
」
で
は
、
特

に
歩
行
時
の
足
の
痛
み
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

歩
行
以
外
で
も
、
下
肢
（
股
関

節
か
ら
足
首
ま
で
）
の
運
動
を
行

な
う
際
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
に
疲
れ

や
だ
る
さ
を
感
じ
た
り
、
痛
み
、

こ
む
ら
返
り
な
ど
が
起
こ
り
、
歩

行
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
足
が
冷
た
く
て
痛
ん
だ

り
、
足
の
色
が
悪
く
紫
色
に
な
る

よ
う
な
症
状
も
、
こ
の
病
気
の
可

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
骨
や
筋
肉
の
け
が
な
ど

と
は
異
な
り
、血
管
の
病
気
で
す
。

受
診
は
「
循
環
器
内
科
」
な
ど
で

専
門
的
に
診
て
も
ら
い
、
適
切
な

治
療
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

　
「
足
の
痛
み
」
の
原
因
は
、
筋

肉
や
骨
、
走
行
し
て
い
る
神
経
が

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
、
動
脈
硬
化

を
原
因
と
す
る「
末
梢
動
脈
疾
患
」

　

足
が
痛
む
場
合
、「
骨
や
筋
肉
が
悪
い
の
か
な
」
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
し
ま

う
と
大
変
で
す
。
血
管
の
病
気
に
よ
っ
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
み
、
だ
る
さ
を
抱

え
、歩
行
困
難
に
ま
で
至
っ
て
し
ま
う
「
末
梢
動
脈
疾
患
」
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お問合せ
50

中央林間駅中央林間駅

南林間駅南林間駅
ココ☎046（278）3911

神奈川県大和市南林間9-8-2

▪循環器内科
▪心臓血管外科
▪心臓弁膜症専門外来など

大和成和病院
初診
予約不要

☎046ｰ233ｰ5110☎046ｰ233ｰ5110
電話受付 8：30～16：30電話受付 8：30～16：30
（土曜午後・日・祝・休診日除く）※対象疾患は、当院の医師やソーシャルワーカーにお尋ねください。

◆    病棟で365日 24時間に
   わたるサポート
◆    退院前の家屋調査、
   退院後の在宅支援までも！

◆    脳血管疾患や大腿骨頚部骨折など、
   術後の専門リハビリ
◆    理学療法士・作業療法士などの
   国家資格保有者が所属

さがみ野中央病院さがみ野中央病院 新オープン！新オープン！
回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟

自宅

施設

退院
回復期

急性期

回復期
リハビリテーション病棟

！高

リハビリ
効果

発症

リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
棟
が
つ
く
ら
れ
る
意
味

ふ
く
ら
は
ぎ
の
痛
み
が
特
徴

足
の
痛
み
は
動
脈
硬
化
が
原
因（ 　
　

）か
も

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
心
臓
病
を
抱
え
る
方
へ

「
受
診
や
服
薬
は
、必
ず
続
け
ま
し
ょ
う
！
」

大
和
成
和
病
院 

循
環
器
内
科
　
土
井
尻 

達
紀 
部
長

　

       

さ
が
み
野
中
央
病
院
に

         「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
」オ
ー
プ
ン
‼︎

末
梢
動
脈

疾

患
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